
公と民の関係の 
再構築





















行政と民間が 
同じ船に乗って 
プロジェクトを動かす
構図をつくれるか？



Media
Media

メディア事業では、行政の「公共空間を使って欲しい」ニーズと、民間の「公共空間を使
いたい」ニーズをつなぐ機会を創出するマッチングを促進しています。

①募集記事掲載 

②活用事例の紹介 

③コラム 
④イベント開催などの情報発信

物件掲載依頼

マッチング

公共空間 
活用ニーズ

情報発信



公共アドバイザー 民間アドバイザー

・エリア調査 
・物件の発掘 
・サウンディング調査 
・企業ヒアリング調査 

・PPP手法の導入の検討 
・事業スキームの構築 
・公募書類作成支援 
・募集情報の発信 
・事業契約、協定の支援 

・提案書作成支援 
・事業スキームの検討 
・SPC設立支援 

・テナント募集 
・テナントヒアリング 
・テナント選定 
・出店契約サポート 

・行政との協議・折衝 
・コンセプト策定 
・公共空間の設計・デザイン 
・公共空間の運営手法の監修 

③民間 
    応札支援

⑤テナント 
    リーシング支援

④設計・監理 
   プロデュース

①物件の 
    可能性調査

②事業者 
    選定支援

活用物件 
選定

活用方針 
決定

公募 設計 活用工事

Produce/Consulting

プロデュース/コンサルティング事業では、建築、不動産、企画の総合力により、遊休公共
空間活用の可能性調査からリーシング・運営までのプロセスをワンストップで支援します。



風景を 
つくって 
みる 

社会実験

仮設で 
使って 
みる 

暫定利用

使い方を 
提案する 

サウンディ
ング

本格的に 
借りて 
みる 

民間貸付

公共空間を使う４つのステップ





公募
公共空間 

活用条件の決定
事業者への 
サウンディング 事業者決定

従来の 
公共空間活用 
プロセス

仕様が自治体主導で設計されるため、クリエイティブな活用アイデアが採用されづらい

民間企業のアイデア提案を受け、それを実現したい自治体が空間を提供する

逆プロポーザル 



行政と民間の 
適切な立ち位置、
関係のむすびかた



構造変化をどう認識し、
どう対応するべきか？













都市の当事者と 
コミットメント











都市の 
クリエイティブ 
コモンズ



02

人を幸せにする「本当の公民連携事業」とは？

実践的ノウハウが
詰まった一冊

〈先進例に学ぶ〉
プレイヤー型／ 3331 Arts Chiyoda ●プロデューサー型／水都
大阪プロジェクト●エージェント型／オガールプロジェクト
〈先駆者に学ぶ〉
資金／山口正洋●政治／木下斉●制度／川崎一泰 

先進事例
に
学ぶ

公民連携の
教科書

清水義次
岡崎正信
泉　英明
馬場正尊

民間主導・行政支援の



プレイヤー型 
プロデューサー型 
エージェント型



ウォークシフト 
ミクストユース 
公民連携、都市経営 
新たな当事者 
クルエイティブコモンズ 
制度、組織、空間の再構成


